
遣

イ吏

歌

日

記

文

来庁

来住

の

は

じ

め

万
葉
集
の
巻
十
五
は
、
大
き
く
二
つ
の
歌
群
か
ら
成
る
。

一
つ
が

中
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
の
贈
答
歌
で
あ
り
、
一
つ
が
天
平
八
年

の
遣
新
羅
使
の
歌
群
で
あ
る
。
岩
波
古
典
文
学
大
系
の
解
説
で
は
、

「
此
の
巻
に
は
、
部
類
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
、
今
ま
で
の

巻
々
と
相
違
し
、
巻
十
七
以
下
の
四
巻
と
似
て
い
る
。
し
か
し
、

巻
十
七
以
下
の
よ
う
に
詠
作
の
年
月
日
を
詳
細
に
記
す
こ
と
は
し
な

(
1
)
 

い
」
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
に
は
、
具
体
的
に
日
記
文
学
と
の
関
連
を

述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
巻
十
七
以
下
の
四
巻
が
家
持
の
歌
日

記
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
配
車
す
る
時
、
お
の
ず
と
日
記
文
学

的
性
格
を
漠
然
と
し
た
も
の
に
せ
よ
認
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
大
系
の
指
摘
以
前
に
は
、
久
松
潜
一
氏
が
家
持
の
歌
日
記
と

(
2
)
 

遣
新
羅
使
の
歌
群
を
日
記
文
学
の
起
、
源
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
持

学

性

オミ二
本木

斌

の
歌
日
記
で
も
巻
十
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
天
平
十
九
年
の
歌
(
一
一
一

九
六
二
番
i
四
O
一
五
番
)
は
、
玉
井
幸
助
氏
が
最
も
日
記
と
い
う

(
3
)
 

形
態
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
箇
所
は
、
日
付
の
記
載
が
形
式

と
し
て
日
次
の
日
記
に
近
い
の
で
も
あ
る
が
、
大
伴
家
持
と
大
伴
池

主
と
の
贈
答
歌
が
中
核
を
占
め
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
玉
井
氏
は
、

日
記
文
学
の
本
質
を
「
実
記
」
に
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
形
態
の

特
徴
と
し
て
こ
の
家
持
の
歌
を
中
心
に
し
た
日
記
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
。
嘗
て
家
持
の
歌
日
記
の
日
記
文
学
性
に
つ
い
て
は
考
察
し

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
持
続
的
に
描
か
れ
た
心
情
と
自
己
を

(
4
)
 

内
省
し
て
得
ら
れ
る
自
照
性
を
指
摘
し
た
。

さ
て
、
遣
新
羅
使
の
歌
は
、
出
発
を
目
前
と
し
た
悲
別
贈
答
歌
十

一
首
に
始
ま
り
、
半
年
余
り
の
旅
行
中
に
所
に
当
り
て
諦
一諒
し
た
古

歌
十
二
首
、
さ
ら
に
寄
港
地
の
娘
子
の
歌
三
首
を
含
む
も
の
で
あ
り
、

総
数
百
四
十
五
首
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
続
日
本
一
記
に
よ
れ
ば
、
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天
平
八
年
二
月
二
十
八
日
に
阿
部
継
麻
巴
が
遣
新
羅
大
使
に
任
命
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
四
月
十
七
日
に
大
使
は
拝
朝
し
て
い
る
が
、

万
葉
集
の
目
録
で
は
六
月
に
出
発
し
た
よ
う
で
あ
る
。
帰
国
は
天
平

九
年
の
正
月
に
大
判
官
壬
生
字
太
麻
目
、
少
判
官
大
蔵
麻
呂
等
、
そ

し
て
三
月
に
入
っ
て
副
使
大
伴
三
中
等
が
拝
朝
し
て
い
る
。
大
使
阿

倍
継
麻
日
は
、
帰
路
の
対
馬
で
死
去
し
て
い
た
。
ま
た
、
遣
新
羅
使

の
一
行
は
か
な
り
の
病
死
者
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
新
羅

の
日
本
に
対
す
る
冷
淡
な
外
交
に
よ
り
、
惨
め
な
旅
行
に
終
始
し
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
往
路
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
帰
路
の
歌
が

僅
か
五
首
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
考
察
で
は
、
日
記
と
い
う
概
念
が
平
安
時
代
の
私
家
集
を
も

含
む
も
の
で
あ
り
、
か
な
り
現
代
の
そ
れ
と
は
異
な
る
内
容
も
あ
る
。

即
ち
、
日
記
と
は
そ
の
根
本
で
あ
る
実
記
の
意
味
と
時
間
の
推
移
に

そ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
二
点
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
立
場
か
ら
は
、
遣
新
羅
使
の
歌
と
日
記
文
学
と
の
比
較
が

試
み
ら
れ
て
良
い
こ
と
に
な
る
。

一
、
形
態
に
つ
い
て

新
羅
使
の
歌
は
、
全
体
が
一
四
五
首
で
あ
る
が
、
題
詞
と
左
注
に

注
目
し
た
「
と
き
近
藤
健
史
氏
も
既
に
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
二
六
の

歌
群
に
小
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
(令
さ
ら
に
伊
藤
博
氏
は
出
発
、

西
征
、
帰
路
と
い
う
こ
と
か
ら
一一
一
類
に
分
け
て
い
る
v

こ
の
一
一
一
類
に

分
け
る
の
は
、
吉
井
巌
氏
も
同
様
で
あ
る
が
、
「
題
詞
を
押
し
立
て

て
経
て
行
く
土
地
を
提
示
す
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
次
に
示
す

(
六
)
ま
で
を
第
一

、
(
七
)
以
降
を
第
二
、
そ
し
て
(
二
六
)
を
第

(
7
)
 

三
一
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
方
法
を
も
参
考
に
し
て
、
ま
ず

序
文
を
示
し
、
そ
の
後
に
一
群
か
ら
二
六
群
ま
で
を
、
さ
ら
に
左
注

と
題
詞
、
そ
し
て
帰
国
後
と
い
う
こ
と
か
ら
三
類
に
分
け
て
こ
の
論

で
は
示
す
。

新
羅
に
遣
は
さ
え
し
使
人
ら
の
、
別
を
悲
し
び
て
贈
答
し
、
ま

た
海
路
に
し
て
情
を
働
ま
し
め
思
を
陳
べ
た
る
、
井
せ
て
所
に

当
り
て
諦
へ
る
古
歌

-
別
れ
の
歌

(
一
)
右
の
十
一
首
は
、
贈
答
(
三
五
七
八
j

八
八
)

(
二
)
右
の
一
首
は
、
秦
問
満
(
三
五
八
九
)

(
三
)
右
の

一
首
は
、
し
ま
し
く
私
の
家
に
還
り
て
思
ひ
を
陳

べ
た
り
。
(
三
五
九

O
)

右
の
三
首
は
、
臨
発
た
む
と
せ
し
時
に
作
れ
る
歌
(
三

五
九

一
f
i

九一
二)

右
の
八
首
は
、
船
に
乗
り
て
海
に
入
り
路
の
上
に
し
て

作
れ
る
歌

(
三
一
五
九
四

j
O

ニ
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四

)

(
五



往
路
の
轄
旅
歌

(
六
)
所
に
当
り
て
諦
詠
せ
る
古
歌
(
三
六

O
二
i
一
一
)

(
七
)
備
後
国
の
水
調
郡
の
長
井
の
浦
に
船
泊
せ
し
夜
に
作
れ

る
歌
三
首
(
一
二
六
一
一
一
j

一
四
)

風
速
の
浦
に
船
泊
せ
し
夜
に
作
れ
る
歌
二
首
(
二
二
ハ
一

五
j

一
六
)

安
芸
国
の
長
門
の
島
に
し
て
磯
辺
に
船
泊
し
て
作
れ
る

歌
五
首
(
一
二
六
一
七
j
一
一一

)

長
門
の
浦
よ
り
船
出
す
る
夜
に
、
月
の
光
を
仰
ぎ
観
て

作
れ
る
歌
三
首
(
三
六
一
一
一
一
j
二
四
)

古
き
挽
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
(
三
六
二
五

i
一
一
六
)

物
に
属
き
て
思
ひ
を
発
せ
る
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
(
三

六
二
七
j
二
九
)

周
防
固
の
玖
珂
郡
の
麻
里
布
の
浦
を
行
き
し
時
に
作
れ

る
歌
人
首
(
三
六
三
一

O
j
三
七
)

大
島
の
鳴
門
を
過
ぎ
て
再
宿
を
経
し
後
に
、
追
ひ
て
作

れ
る
歌
二
首
(
三
六
一
二
八
j
三
九
)

熊
毛
の
浦
に
船
泊
せ
し
夜
に
作
れ
る
歌
四
首

{
一一一
六
四

o
j四一一一
)

佐
婆
の
海
中
に
し
て
、
忽
ち
に
逆
風
に
遭
ひ
、
様
浪
に

漂
流
せ
り
。
経
宿
せ
し
後
に
、
幸
に
順
風
を
得
て
、
豊

E 
(
八
)

(
九
)

(
十
)

十十(十二一
)

(十
四
)

(十
五
)

(十
六
)

(十
七
)

(
十
八
)

(十
九
)

(
二
十
)

( 

ー
) 

( 

ー

) 

( 

ー
) 

前
回
の
下
毛
郡
の
分
間
の
浦
に
到
着
す
。
こ
こ
に
追
ひ

て
穀
難
を
但
み
、
棲
伺
み
て
作
れ
る
歌
八
首
(
一
二
六
四

回
j
五
一
)

筑
紫
の
館
に
至
り
て
逼
か
に
本
郷
を
望
み
て
、
懐
恰
み

て
作
れ
る
歌
四
首

(
三一
六
五
二
i
五
五
)

七
夕
に
天
漢
を
仰
ぎ
観
て
各
所
思
を
陳
べ
て
作
れ
る
歌

三
首
(
三
六
五
六
j
五
人
)

海
辺
に
し
て
月
を
望
み
て
作
れ
る
歌
九
首
(
三
一
六
五
九

j
六
七
)

筑
前
回
の
志
麻
郡
の
韓
亭
に
到
り
て
、
船
泊
し
て
三
日

を
経
た
り
。
時
に
夜
の
月
の
光
絞
々
と
し
て
流
照
す
。

奄
ち
に
こ
の
華
に
対
し
旅
情
懐
喧
し
、
各
心
緒
を
陳
べ

て
聯
か
に
裁
れ
る
歌
六
首
(
一
二
六
六
人
i
七
三
)

引
津
の
亭
に
船
泊
し
て
作
れ
る
歌
七
首
(
三
六
七
四
j

八
O
)

肥
前
国
の
松
浦
郡
の
狛
島
の
亭
に
船
泊
せ
し
夜
に
、
遁

か
に
海
の
浪
を
望
み
、
各
旅
の
心
を
働
し
め
て
作
れ
る

歌
七
首
(
三
一
六
八
一

j

八
七
)

壱
岐
島
に
至
り
て
、
雪
連
宅
満
の
忽
ち
に
鬼
病
に
遇
ひ

て
死
去
り
し
時
に
作
れ
る
歌
一
首
井
せ
て
短
歌
(
一
二
六

八
八
j
九
六
)
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(
二
四
)

対
馬
の
島
の
浅
茅
の
浦
に
到
り
て
船
泊
せ
し
時
に
、
順

風
を
得
ず
、
経
停
す
る
こ
と
五
箇
日
な
り
。
こ
こ
に
物

華
を
謄
望
し
、
各
働
め
る
心
を
陳
べ
て
作
れ
る
歌
三
首

(
三
六
九
七
j
九
九
)

竹
敷
の
浦
に
て
船
泊
せ
し
時
に
、
各
心
緒
を
陳
べ
て
作

れ
る
歌
十
八
首
(
二
一
七

0
0
1
一
七
)

(
二
五
)

帰
路
の
歌

士
工
ハ
)
筑
紫
を
廻
り
来
り
て
、
海
路
よ
り
京
に
入
ら
む
と
し
、

播
磨
国
の
家
島
に
到
り
し
時
に
作
れ
る
歌
五
首
(
三
七

一
八
1
一一
一一
)

資
料
と
し
て
見
て
い
く
時
に
大
事
な
の
は
、
本
格
的
に
霧
旅
歌

で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
そ
し
て
歌
の
場
を
示
し
て
記
録
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
の
は
、
(
七
)
の
歌
群
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

ま
ず
題
詞
に
園
、
郡
、
浦
の
名
前
等
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
題

詞
形
式
が
基
本
的
に
帰
国
後
の
歌
群
士
二
ハ
)
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、

I
群
と

H
群
の
違
い
は
、
-
群
が
そ
れ
ぞ
れ
左
注
で

纏
め
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、

E
群
は
題
詞
で
う
た
わ
れ
る
場
を

尊
重
さ
れ
て
分
類
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
遣
新
羅
使
の

歌
は
、
時
間
と
空
間
的
な
場
と
を
配
慮
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
一
方
歌
の
主
題
と
形
式
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
次
の

ご
と
く
整
理
で
き
る
。

E
 

悲
別
贈
答
歌
十
一
首

古
歌
詞
詠
十
二
首

七
夕
歌
三
首

挽
歌
九
首

寄
港
地
の
娘
子
の
歌
三
首

妻
や
家
人
を
思
う
歌
四
十
五
首

旅
中
の
風
物
及
び
旅
愁
を
う
た
う
歌
六
十
二
首

こ
の
整
理
か
ら
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
歌
群
の
中
核
は
京
に
残
し

て
き
た
妻
で
あ
り
、
家
の
人
で
あ
り
、
ま
た
旅
の
徒
然
に
心
を
慰
め
、

ま
た
旅
愁
に
悩
む
心
情
で
あ
る
。
遣
新
羅
使
に
選
ば
れ
た
が
故
に
、

長
期
に
わ
た
る
船
旅
を
経
験
し
て
よ
ま
れ
た
歌
が
主
な
る
も
の
で
あ

る
が
、
古
歌
を
謂
詠
す
る
こ
と
に
も
こ
の
新
羅
に
遣
わ
さ
れ
る
旅
と

の
関
連
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
阿
蘇
瑞
枝
氏
は
、
「
古
歌
を

諦
一
諒
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
行
の
中
に
徐
々
に
歌
を
作
ろ
う
と
い
う

雰
囲
気
、
恋
の
歌
を
作
ろ
う
、
旅
の
歌
を
作
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
雰

(
8
)
 

囲
気
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
」
と
考
え
て
い
る
。
但
し
、
古
歌
の
謂
詠

(
六
)
が
記
録
さ
れ
る
前
に
詠
ま
れ
た
船
出
し
て
か
ら
の
歌

(
五
)

の
人
首
中
に
は
、
「
武
庫
の
滞
」
(
三
五
九
五
)
「
印
南
」
(
三
五
九
六
)

「
玉
の
浦
」
(
三
五
九
八
)
「
神
島
」
(
三
一
五
九
九
)
が
歌
枕
で
あ
り
、

「
室
の
木
」
(
三
六

O
O
、
O
一
)
が
大
伴
旅
人
の
歌
を
背
景
に
持
つ

歌
で
あ
る
。
土
佐
日
記
な
ど
で
も
歌
枕
と
か
、
著
名
な
歌
人
に
結
び
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つ
く
時
に
和
歌
を
創
作
し
て
い
る
の
で
、
阿
蘇
氏
の
指
摘
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
歌
枕
や
古
歌
に
登
場
す
る
表
現
を
連
想
す
る
場
所
等

で
は
、
等
閑
に
出
来
な
い
詩
心
が
沸
き
起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
。

古
歌
は
、
二
ケ
所
に
記
載
さ
れ
て
い
て
(
六
)
と
(
十
二
で
あ

る
。
(
六
)
は
恋
の
歌
と
柿
本
人
麻
呂
の
作
で
あ
り
、
(
十
二
の
古

い
挽
歌
と
は
亡
き
妻
を
悼
む
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
(
七
)
以
降
の

歌
群
に
つ
い
て
は
、
歌
の
場
と
し
て
の
備
後
、
安
芸
、
周
防
、
筑
前
、

肥
前
、
壱
岐
、
対
馬
、
そ
し
て
帰
国
途
次
の
瀬
戸
内
海
東
征
中
の
播

磨
の
国
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
記
載
漏
れ
が
な
い
。
資
料
と
し
て
も
、

(
六
)
の
古
歌
の
謂
詠
後
は
、
歌
の
詠
ま
れ
た
場
を
尊
重
し
て
、
し

か
も
詠
ま
れ
た
国
を
は
っ
き
り
明
示
し
た
歌
群
と
し
て
纏
め
ら
れ
て

い
る
。
地
名
を
歌
の
場
の
背
景
に
記
録
し
よ
う
と
意
図
が
明
確
に

示
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
基
本
形
式
は
帰
国
後
に
詠
ま
れ
た
最
後
の
歌

ま
で
守
ら
れ
る
。
遣
新
羅
使
の
歌
は
、
旅
程
の
順
番
に
則
り
構
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
旅
が
進
む
に
従
っ
て
、
使
人
の
心
も
変
化

し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
歌
を
作
る
主
な
る
要
因
は
変
わ

る
こ
と
が
な
い
。
京
に
残
し
て
き
た
妹

・
家
人
、
そ
し
て
旅
の
徒
然

で
あ
る
。
そ
し
て
、
歌
の
場
と
し
て
地
名
を
正
し
く
記
録
す
る
こ
と

は
、
紀
行
文
学
の
原
則
で
も
あ
っ
た
。
囲
内
の
帰
路
中
に
歌
が
僅
か

五
首
で
あ
っ
て
も
記
録
さ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
完
結

を
求
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
羅
滞
在
中
の
詠
歌
も
記
さ
れ
て
い

歌
は
そ
の
期
間
ほ
と
ん
ど
作
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
の
で
、

な
し
。

旅
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
往
復
を
記
す
も
の
は
、
上
代
で
は
以

外
に
多
い
。
む
し
ろ
、
往
路
か
帰
路
か
何
方
か
を
記
録
す
る
場
合
が

日
記
紀
行
文
学
で
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
万
葉
集
以
前
の
記
録
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
往
復
を
-
記
し
て
い
る
。
ま
ず
古
事
記
・
日
本
書
紀

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
旅
的
な
要
素
を
含
む
説
話
と
い
う
こ
と
で

は
、
倭
建
の
東
征
と
西
征
、
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ど
ち
ら
も
往
復
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
鑑
真
の
伝
記
で
あ

る
東
征
伝
で
は
唐
か
ら
日
本
に
わ
た
る
た
め
の
記
録
で
あ
る
か
ら
、

日
本
へ
の
渡
航
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
計
画
も
含
め
六
回
の
渡
日

の
旅
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
円
仁
の
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
、

円
珍
の
行
歴
抄
な
ど
も
当
然
日
本
か
ら
唐
に
渡
る
記
録
で
あ
る
が
、

在
唐
の
記
述
か
ら
み
て
僅
か
の
記
録
で
あ
っ
て
も
帰
固
ま
で
も
含
む
。

帰
路
の
み
往
路
の
み
、
は
た
ま
た
往
復
の
旅
を
記
す
こ
と
は
、
形
態

と
し
て
は
三
様
が
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

見
聞
を
記
録
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
紀
行
文
学
と
し

て
の
完
成
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
作
者
の
判
断
が
大

き
く
作
用
す
る
。
土
佐
日
記
な
ど
は
、
ま
さ
し
く
帰
任
の
五
十
五
日

の
記
録
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
虚
構
を
取
り
入
れ
て
創
作
さ
れ
て
い
る

(
9
)
 

と
い
う
。
遣
新
羅
使
歌
も
単
な
る
歌
の
記
録
を
意
図
し
て
い
な
い
こ
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と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
群
の
構
成
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
ま
ず
贈
答
十

一
首
が
契
機
と
な
り
、
全
体
的
な
意
図
も
配
慮
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
た
っ
た
五
首
で
も
帰
路

の
歌
を
添
え
る
こ
と
で
全
体
が
纏
め
ら
れ
た
こ
と
と
結
び
つ
く
。
吉

井
巌
氏
は
、
冗
漫
を
避
け
た
有
効
な
構
成
と
評
価
し
て
、
「
こ
の
歌

(
叩
)

群
は
こ
の
姿
で
完
結
」
し
て
い
る
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
個
々
の

蒋
旅
歌
の
集
合
体
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
紀
行
文
学
と
し
て
捉
え

て
い
く
た
め
の
第
一
の
条
件
で
あ
る
。

二、

持
続
的
な
心
情

伊
藤
博
氏
は
、
第
一
部
官
頭
十

一
首
が
第
二
部
往
路
対
馬
浅
茅
湾

迄
の
詠

一
二
四
首
、

第
三
部
播
磨
家
島
に
帰
り
着
い
て
の
五
首
に
響

(
日
)

き
合
う
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
、
と
説
明
す
る
。
苦
し
い
旅
で

あ
っ
て
も
秋
に
は
妻
と
の
再
会
を
果
た
す
と
言
う
心
情
が
そ
の
中
核

で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
構
成
と
主
題
の
問
題
を
解
決
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
日
記
文
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
実
記
に
近
い

持
続
的
な
心
情
の
吐
露
が
見
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
で

巻
頭
で
あ
る
(
一
)
の
贈
答
十

一
首
を
取
り
上
げ
た
い
。

制

武
庫
の
浦
の
入
江
の
渚
鳥
羽
ぐ
く
も
る
君
を
離
れ
て
恋
に
死

ぬ
べ
し
(
三
五
八
七
)

大
船
に
妹
乗
る
も
の
に
あ
ら
ま
せ
ば
羽
ぐ
く
み
持
ち
て
行
か

)
 

-hu 
(
 

(c) 

ま
し
も
の
を

(
三
五
七
九
)

君
が
行
く
海
辺
の
宿
に
霧
立
た
ば
吾
が
立
ち
嘆
く
息
と
知
り

ま
せ

(三
五
八

O
)

秋
さ
ら
ば
相
見
む
も
の
を
何
し
か
も
霧
に
立
つ
べ
く
嘆
き
し

ま
さ
む

(三
五
八

二

(d) (e) 

大
船
を
荒
海
に
出
し
い
ま
す
君
障
む
こ
と
な
く
早
帰
り
ま
せ

(三
五
八
二
)

真
幸
く
て
妹
が
斎
は
ば
沖
つ
波
千
重
に
立

っ
と
も
障
り
あ
ら

め
や
も
(
三
五
八
三
一
)

別
れ
な
ば
う
ら
悲
し
け
む
吾
が
衣
下
に
を
着
ま
せ
直
に
逢
ふ

ま
で
に
(
三
五
八
四
)

吾
妹
子
が
下
に
も
着
よ
と
贈
り
た
る
衣
の
紐
を
吾
解
か
め
や

も
(
三
五
八
五
)

わ
が
故
に
思
ひ
な
痩
せ
そ
秋
風
の
吹
か
む
そ
の
月
逢
は
む
も

の
ゆ
ゑ
(
三
五
八
六
)

拷
会
新
羅
へ
い
ま
す
君
が
目
を
今
日
か
明
日
か
と
斎
ひ
て
待

た
む
(
二
一
五
八
七
)

は
ろ
は
ろ
に
思
ほ
ゆ
る
か
も
然
れ
ど
も
異
し
き
心
を
吾
が
思

は
な
く
に

(三
五
八
八
)

こ
れ
ら
の
贈
答
は
、

同
が
川
と
、

付
が

ωと
、
同
が

ωと
、
同
が

ωと
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

ωω
同
の
三
首
が
未
解

)
 
f
 
(
 

(g) 
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決
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
歌
で
ま
ず
注
目
さ

れ
る
の
は
遣
新
羅
使
が
秋
に
は
帰
国
し
て
い
る
と
予
想
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
同
の
「
秋
さ
ら
ば
相
見
む
も
の
を
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は

(十
二
)
の
歌
群
に
属
し
な
が
ら
、
地
名
に
安
芸
の
固

と
い
う
よ
り
播
磨
の
固
に
あ
る
地
名
「
家
島
」
と
吉
備
の
固
に
あ
る

地
名
「
玉
の
浦
」
と
が
う
た
わ
れ
た
長
歌
の
反
歌
に
、

秋
さ
ら
ば
わ
が
船
泊
て
む
忘
れ
員
寄
せ
来
て
置
け
れ
沖
つ
白
波

(三
六
二
九
)

と
あ
る
。
ま
た
、
筑
紫
の
館
で
詠
ん
だ
歌
に
は
「
今
よ
り
は
秋
、
づ
き

ぬ
ら
し
」

(三
六
五
五
)
と
秋
を
確
認
し
て
、
さ
ら
に
七
夕
に
素
材

し
て
詠
む
歌
の
後
で
も
、

秋
風
は
日
に
け
に
吹
き
ぬ
吾
妹
子
は
何
時
と
か
わ
れ
を
斎
ひ
て

待
つ
ら
む

(三
六
五
九
)

と
博
多
の
海
辺
で
う
た
い
、
既
に
晩
秋
九
月
に
入

っ
て
い
た
対
馬
の

浅
茅
の
浦
で
も

竹
敷
の
黄
葉
を
見
れ
ば
吾
妹
子
が
待
た
む
と

い
ひ
し
時
そ
来
に

け
る

(
三一七
O
一
)

黄
葉
は
今
は
う
つ
ろ
ふ
吾
妹
子
が
待
た
む
と
い
ひ
し
時
の
経
ゆ

け
ば

(
三
一
七
三
二
)

と
、
秋
に
は
再
会
す
る
と
い
う
心
情
を
持
続
し
て
う
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
帰
国
後
に
詠
ん
だ
五
首
中
に
も
、
こ
の
主
題
は
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
。

草
枕
旅
に
久
し
く
あ
ら
め
や
と
妹
に
言
ひ
し
を
年
の
経
ぬ
ら
く

(
一
二
七
一
九
)

六
月
に
出
帆
し
て
も
帰
国
が
秋
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
司
の

赴
任
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
延
喜
式
な
ど
を
参
考
に
し
て
旅
程
を

配
慮
し
た
時
、
都
か
ら
筑
紫
ま
で
船
旅
が
一
カ
月
ほ
ど
で
あ
り
、
強

ち
無
謀
な
計
画
と
は
言
え
な
い
。
阿
蘇
瑞
枝
氏
が
遣
新
羅
使
の
旅
程

を
調
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
最
短
の
旅
で
は
、
三
カ
月
で
往
復
し
て
い

る
、
と
す
る
。
従
っ
て
、
六
月
出
発
し
て
九
月
帰
国
と
い
う
計
画
自

体
は
、
机
上
の
空
論
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
何
事
も
理

屈
ど
お
り
に
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
さ
一
)
の
三
五
九

O
番
の
左
注

に
は
、
「
し
ま
し
く
私
の
家
に
還
り
て
」
と
あ
り
、
難
波
か
ら
の
出

発
も
思
う
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
遣
新
羅
使
の
歌
の
作
者
不
明
を
ど
う
考
え
る
か
は
、
論
の

別
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
人
説
と
複
数
説
に
大
別
さ
れ
る
。
最
新

の
成
果
に
基
づ
く
詳
し
い
説
の
紹
介
は
、
阿
蘇
瑞
枝
氏
が
試
み
ら
れ

て
い
る
V

作
者
が
一
人
に
せ
よ
、
複
数
に
せ
よ
、
贈
答
十
一
首
の
最

後
に
あ
る
削
は
、
意
味
深
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
歌
は
上
句
で
旅
程
の
迄
か
な
る
こ
と
を
「
は
ろ

は
ろ
に
思
ほ
ゆ
る
」
と
言
い
、
下
句
で
は
「
異
し
き
心
」
を
持
た
な

い
と
一
言
う
。
こ
の
歌
は
、

ωと
一
対
と
し
て
男
性
作
者
の
詠
と
理
解
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す
る
と
、
贈
る
歌
の
女
性
が
帰
宅
を
今
日
か
明
日
か
と
思
い
つ
つ

「
斎
ひ
て
待
た
む
」
(
一
一
一
五
八
七
)
と
歌
う
の
で
あ
る
か
ら
、
少
し
く

贈
答
と
し
て
ず
れ
が
あ
る
。
逢
い
た
く
て
身
を
清
め
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
は
旅
の
安
全
の
こ
と
で
あ
り
、
平
穏
で
あ
れ
、
幸
い
で
あ

れ
、
そ
し
て
無
事
で
あ
れ
と
祈
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
答
歌

で
男
性
が
浮
気
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
異
し
き
心
を
吾
が
思

は
な
く
に
」
と
い
う
の
は
、
お
か
し
い
。

こ
の
歌
は
、
明
ら
か
に
独
詠
の
趣
で
あ
る
。
こ
の
三
五
八
八
番
は

遣
新
羅
使
歌
の
最
も
根
本
を
な
す
主
題
で
あ
る
。
上
句
の
望
郷
と
下

旬
の
恋
情
で
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
距
離
の
隔
た
り
、
そ
れ
が
ま

す
ま
す
恋
心
を
確
認
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
旅
行
中
は
霧
旅

歌
と
相
聞
歌
と
が
主
体
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
直
接
妹
が
恋
し
い
と

詠
ん
で
い
る
歌
が
四
十
二
首
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
遣
新
羅
使
の
歌
と
い
っ
て
も
作
者
の
知
ら
れ
る
も
の
と

知
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
全
体
が
一
四
五
首
あ
る
う
ち
、
調
一
諒
し

た
古
歌
十
二
首
、
妻
の
歌
五
首
、
娘
子
の
歌
三
首
を
除
い
て
、
男
性

の
作
で
あ
る
記
名
の
歌
二
十
七
首
が
あ
り
、
作
者
の
知
ら
れ
な
い
や

は
り
男
性
の
歌
が
九
十
八
首
で
あ
る
。
作
者
未
詳
の
歌
が
全
て
同
一

の
作
家
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
万
葉
集
中
大
伴

家
持
、
柿
本
人
麻
自
に
次
ぐ
第
三
位
の
歌
数
を
誇
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
こ
ま
で
判
断
し
な
く
て
も
あ
る
特
定
の
個
人
の
歌
と
判
断
し
た
く

な
る
内
容
に
満
ち
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
至
れ
ば
、
有
名
な
巻
十

九
に
あ
る
左
注
を
思
い
浮
か
ぶ
。

懐
伺
の
意
は
歌
に
あ
ら
ず
は
援
ひ
難
し
。
の
り
て
こ
の
歌
を
作

り
、
式
ち
て
締
れ
し
緒
を
展
ぶ
。
た
だ
こ
の
巻
の
中
に
作
者
の

名
字
を
備
は
ず
、
た
だ
年
月
・
所
処

・
縁
起
の
み
録
せ
る
は
、

皆
大
伴
宿
称
家
持
の
裁
作
れ
る
歌
詞
な
り
。
(
四
二
九
二
)

作
者
の
名
前
を
記
さ
な
い
の
は
、
全
て
が
あ
る
特
定
の
人
で
あ
る

と
い
う
注
記
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
家
持
の
記
録
の
立
場
で
あ
る
。

遣
新
羅
使
の
誰
か
が
記
録
し
た
も
の
を
、
万
葉
の
編
纂
者
が
再
構
成

し
て
い
た
に
せ
よ
、
作
者
に
つ
い
て
は
慎
重
な
立
場
を
守
っ
て
い
る
。

僅
か
二
七
首
し
か
名
前
が
知
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
の
立
場
か
ら
で
あ

ろ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
は
あ
る
特
定
の
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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筑
紫
に
廻
り
来
り
て
海
路
よ
り
京
に
入
ら
む
と
し
、
播
磨

国
の
家
島
に
到
り
し
時
に
作
れ
る
歌
五
首

家
島
は
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
海
原
を
吾
が
恋
ひ
来
つ
る
妹
も
あ

ら
な
く
に
(
三
七
一
八
)

草
枕
旅
に
久
し
く
あ
ら
め
や
と
妹
に
言
ひ
し
を
年
の
経
ぬ
ら
く

(三
七
一
九
)

吾
妹
子
を
行
き
て
早
見
む
淡
路
島
雲
居
に
見
え
ぬ
家
つ
く
ら
し

も
(
三
一
七
二

O
)



ぬ
ば
た
ま
の
夜
明
し
も
船
は
漕
ぎ
行
か
な
御
津
の
浜
松
待
ち
恋

ひ
ぬ
ら
む
(
三
七
一
一
一
)

大
伴
の
御
津
の
泊
に
船
泊
て
て
龍
田
の
山
を
何
時
か
越
え
行
か

む

(
三
七
二
二
)

引
用
し
た
五
首
の
構
成
は
、
題
詞
に
あ
る
家
島
に
到
着
し
て
の
感

慨
を
第
一
首
、
第
二
首
の
歌
で
表
現
し
て
、
さ
ら
に
家
島
よ
り
先
の

淡
路
島
に
思
い
を
馳
せ
た
第
三
首
、
さ
ら
に
淡
路
の
先
の
御
津
、
そ

し
て
さ
ら
に
難
波
か
ら
大
和
に
心
を
馳
せ
て
龍
田
山
を
そ
れ
ぞ
れ
第

四
首
、
五
首
で
う
た
う
。
こ
れ
は
現
在
か
ら
近
い
将
来
ま
で
を
予
想

し
て
連
作
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
贈
答
十
一
首
か
ら

営
々
と
試
み
ら
れ
た
望
郷
と
恋
情
の
主
題
を
根
底
に
し
な
が
ら
、
時

間
と
空
間
の
推
移
を
予
想
し
て
歌
作
し
て
い
る
。
秋
に
帰
京
す
る
と

い
う
妹
と
の
約
束
事
も
「
妹
に
言
ひ
し
年
の
経
ぬ
ら
く
」
(
一一一七一

九
)
と
う
た
い
、
百
頭
と
巻
末
と
の
対
応
を
さ
せ
て
い
る
。
首
尾
を

一
貫
さ
せ
て
い
る
と
と
も
に
、
遣
新
羅
使
の
歌
は
、
ま
さ
し
く
六
カ

月
間
の
心
情
を
示
す
晴
蛤
日
記
に
あ
る
「
身
の
う
え
の
み
す
る
日

記
」
な
の
で
あ
る
。
官
人
と
し
て
の
使
命
感
、
抱
負
と
い
っ
た
表
の

顔
は
見
せ
な
い
で
、
日
常
的
な
襲
の
世
界
で
あ
る
家
族
、
と
り
わ
け

妹
と
の
離
別
、
恋
情
、
望
郷
を
、
帰
国
予
定
を
秋
に
設
定
し
て
繰
り

返
し
繰
り
返
し
歌
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
作
者
未
詳
の
歌

群
の
主
題
な
の
で
あ
り
、
作
者
の
知
ら
れ
る
歌
も
そ
れ
に
正
し
く
対

応
を
見
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
日
記
文
学
を
参
考
に
し
た
時
、
歌
が
あ
る
主
題
に
添
う
こ

と
で
連
続
的
に
う
た
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
逆
説
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
創
作
の
機
会
が
無
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
例
え
ば
、
病
気
や
怪
我
、
船
の
日
常
生
活
に
お
け
る
歓
ぴ
、

悲
し
み
、
寄
港
地
で
の
出
会
い
、
風
土
の
違
い
等
、
紀
行
に
は
多
面

的
な
創
作
の
場
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
新
羅
使
は
語
る
こ
と
も

う
た
う
こ
と
も
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
紀
行
文
学
の
多
面
的
な

内
容
を
、
新
羅
使
の
歌
は
示
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
、
事
実
の
強
調
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繰
り
返
し
主
題
が
う
た
わ
れ
る
の
は
、
歌
を
単
純
に
時
間
的
に
記

録
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
構
成
を
十
分
に
配
慮
し
て
い
る
作
品

で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
根
拠
に
も
な
り
得
る
が
、
も
う
一
?
王
題

以
外
の
歌
を
遣
新
羅
使
が
詠
ま
な
か
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
歌
う
機
会

が
あ
っ
て
も
特
別
の
場
合
を
除
き
記
載
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。往
路
の
最
後
の
歌
は
、
対
馬
竹
敷
の
浦
で
詠
ま
れ
た
十
八
首
で
あ

る
。
十
八
首
の
構
成
は
、
大
使
阿
部
継
麻
呂
、
副
使
大
伴
三
中
、
大

判
官
、
小
判
官
、
対
馬
娘
子
と
い
う
作
者
の
順
序
で
始
ま
る
。
ま
ず

大
使
の
歌
は
、



あ
し
ひ
き
の
山
下
光
る
黄
葉
の
散
り
の
乱
ひ
は
今
日
に
も
あ
る

か
も
(
三
七

O
O
)

と
あ
り
、
宴
席
の
挨
拶
が
示
さ
れ
た
。

続
い
て
副
使
が
、
大
使
の
歌
に
あ
る
山
裾
を
照
り
輝
か
せ
て
散
り

乱
れ
る
黄
葉
の
感
慨
が
妹
と
約
束
し
た
秋
に
帰
国
で
き
な
い
こ
と
に

由
来
し
て
い
る
と
し
て
、

竹
敷
の
黄
葉
を
見
れ
ば
吾
妹
子
が
待
た
む
と
い
ひ
し
時
そ
来
に

け
る
(
一
二
七

O

ニ

と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。

散
り
始
め
た
黄
葉
に
対
し
て
、
さ
ら
に
大
判
官
と
小
判
官
と
は
、

竹
敷
の
浦
廻
の
黄
葉
わ
れ
行
き
て
帰
り
来
る
ま
で
散
り
こ
す
な

ゆ
め
(
三
一
七

O
二
)

竹
敷
の
字
敵
可
多
山
は
紅
の
八
し
ほ
の
色
に
な
り
に
け
る
か
も

(
三
七

O
三一)

と
、
新
羅
か
ら
帰
る
ま
で
黄
葉
が
散
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
、
ま
た
散

り
つ
つ
紅
葉
す
る
こ
と
を
「
八
し
ほ
の
色
」
に
染
ま
る
と
理
解
を
示

し
て
い
る
。

こ
の
歌
に
続
く
の
は
、
竹
敷
の
遊
女
と
お
ぼ
し
き
名
を
玉
槻
の
歌

二
首
で
あ
る
。

黄
葉
の
散
ら
ふ
山
辺
ゆ
漕
ぐ
船
の
に
ほ
ひ
に
愛
で
て
出
で
て
来

に
け
り
(
二
一
七

O
四
)

竹
敷
の
玉
藻
廃
か
し
漕
ぎ
出
な
む
君
が
御
船
を
何
時
と
か
待
た

む
(
三
七

O
五
)

玉
槻
の
二
首
に
つ
い
て
、
原
田
貞
義
氏
は
美
的
な
対
象
と
し
て
の

み
黄
葉
を
う
た
い
、
遣
新
羅
使
の
約
束
事
で
あ
る
秋
に
帰
国
す
る
と(M
)
 

い
う
背
景
が
見
ら
れ
な
い
と
し
て
、
歌
の
質
の
相
違
に
触
れ
て
い
る
。

ま
さ
し
く
こ
の
娘
子
の
う
た
う
黄
葉
は
、
妹
と
の
約
束
で
あ
る
秋
と

結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
賞
美
す
る
対
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
秋

に
は
帰
国
す
る
と
い
う
一
行
の
希
望
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

玉
槻
は
そ
の
美
し
い
黄
葉
を
讃
え
て
船
が
や
っ
て
き
た
と
い
う
。
遣

新
羅
使
の
歌
に
あ
る
黄
葉
と
は
同
一
に
捉
え
ら
れ
な
い
し
、
そ
の
意

味
で
的
の
外
れ
た
内
容
と
い
え
る
。
し
か
し
、
宴
の
挨
拶
と
し
て
は
、

十
分
に
意
を
尽
く
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
使
は
三
七

O
五
番
に
、

副
使
は
三
七

O
四
番
に
そ
れ
ぞ
れ
唱
和
す
る
。

玉
敷
け
る
清
き
渚
を
潮
満
て
ば
飽
か
ず
わ
れ
行
く
帰
る
さ
に
見

ゆ
(
一
二
七

O
六
)

秋
山
の
黄
葉
を
挿
頭
し
わ
が
居
れ
ば
浦
潮
満
ち
来
い
ま
だ
飽
か

な
く
に
(
三
七

O
七
)

大
使
は
、
玉
槻
の
歌
に
あ
る
「
君
が
御
船
を
何
時
と
か
待
た
む
」

(
三
七

O
五
)
に
挨
拶
し
て
「
帰
る
さ
に
見
ゆ
」
と
い
い
、
こ
れ
ま

で
の
歌
と
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
妹
と
の
約
束
で
あ
る
秋
と

言
う
季
節
を
三
一
七

O
一
番
で
確
認
し
て
い
る
副
使
で
す
ら
、
こ
こ
で
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は
黄
葉
は
既
に
箸
と
い
う
賞
美
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
こ
で
は
玉
槻
の
歌
に
大
使
、
副
使
の
見
事
な
対
応
が
試
み
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
宴
席
は
、
大
使
の
歌
に
始
ま
り
、
大
使
の
歌
で
実
質
的
に
終

え
て
い
る
。
大
使
最
後
の
歌
は
、
次
の
知
く
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

物
思
ふ
と
人
に
は
見
え
じ
下
紐
の
下
ゆ
恋
ふ
る
に
月
そ
経
に
け

る

(
二一七

O
八
)

そ
し
て
こ
の
後
は
、
作
者
に
つ
い
て
触
れ
な
い
歌
が
九
首
連
続
し

て
い
る
。
竹
敷
で
の
半
分
は
、
作
者
未
詳
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
歌
で
家
郷
を
偲
ぴ
、
ま
た
黄
葉
も
二
首
に
詠
ま
れ
る
。
再
び
黄
葉

も
賞
美
の
対
象
で
は
な
く
、
物
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
秋
と
重
な
る
内

容
に
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
切
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
な

の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
大
使
、
副
使
、
大
判
官
、
小
判
官
を
は
じ

め
と
す
る
使
人
は
、
歌
を
作
る
暗
黙
の
約
束
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

黄
葉
は
今
は
う
つ
ろ
ふ
吾
妹
子
が
待
た
む
と
い
ひ
し
時
の
経
ゆ

れ
ば
(
二
一
七
二
二
)

天
雲
の
た
ゆ
た
ひ
来
れ
ば
九
月
の
黄
葉
の
山
も
う
つ
ろ
ひ
に
け

り

(
三
七
二
ハ
)

こ
の
よ
う
な
風
雅
な
宴
席
で
の
大
使
、
副
使
等
の
歌
も
、
贈
答
十

一
首
に
繋
が
る
世
界
の
繰
返
し
で
あ
る
。
隅
々
玉
槻
の
よ
う
な
遊
女

が
雅
ぴ
に
繋
が
る
黄
葉
に
歌
を
発
展
さ
せ
て
も
、
や
は
り
体
制
は
望

郷
と
恋
情
に
主
題
が
戻
っ
て
し
ま
う
。

一
時
は
大
使
な
ど
も
玉
藻
を

廃
か
せ
て
新
羅
に
向
う
船
出
の
渚
を
帰
り
に
再
び
見
た
い
と
三
七

O

六
番
で
い
い
な
が
ら
、
酒
宴
の
最
後
に
望
郷
を
吐
露
し
、
秋
九
月
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
「
下
紐
の
下
ゆ
恋
ふ
る
月
そ
経
に
け
る
」

(三
七

O
八
)
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
歌
に
対
す
る
共
通
認
識
、
つ
ま
り
望
郷
と
恋
情
と
い
う
主
題

は
、
終
始
遣
新
羅
使
に
守
ら
れ
て
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
作
者
不

明
歌
に
は
何
ら
惜
る
事
無
く
連
綿
と
し
て
繰
返
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も

こ
の
和
歌
自
体
が
私
事
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
遣
新
羅
使
と
し
て

の
使
命
感
、
責
任
感
、
抱
負
な
ど
は
歌
う
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
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こ
こ
に
日
記
文
学
を
特
徴
づ
け
る
虚
構
の
問
題
が
存
在
す
る
の
で

あ
る
ま
い
か
。
或
い
は
歌
と
言
う
も
の
が
私
情
の
み
を
対
象
に
し
て

い
る
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
に
せ
よ
、
新
羅

使
の
歌
は
徹
頭
徹
尾
身
の
上
の
問
題
を
叙
情
と
し
て
表
現
し
た
の
で

あ
る
。
家
に
残
し
た
妹
、
妹
と
の
約
束
、
故
郷
へ
の
慕
情
が
歌
の
主

な
対
象
で
あ
り
、
船
旅
に
素
材
し
て
い
る
が
故
に
努
旅
歌
の
性
格
も

加
味
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
題
調
に
は
、
「
夜
」
が
六
例
、
ま
た

「船
泊
」
が
九
例
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
歌
が
宴
席
で
披
露
さ
れ
た

こ
と
を
物
語
る
。
と
す
れ
ば
、
雅
び
な
雰
囲
気
が
要
求
さ
れ
た
こ
と



を
配
慮
し
て
良
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。
遣
新
羅
使
以
前
の
人
物
で
あ

る
大
伴
田
主
は
「
容
姿
佳
艶
し
く
風
流
秀
絶
」
(
一
一
一
六
・
左
注
)

と
し
て
、
さ
ら
に
「
遊
士
」
(
一
一

一七
)
と
自
称
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
歌
に
使
命
感
や
抱
負
な
ど
が
詠
ま
れ
て
い
な
い
な
ど
と

い
う
の
は
、
雅
ぴ
な
宴
席
な
ど
で
は
詠
む
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が

ら
で
あ
っ
た
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
が
本
当
に
使
命
に
燃
え

て
い
な
か
っ
た
、
責
任
感
の
な
い
官
人
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と

は
軽
は
ず
み
に
一
百
え
な
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。
歌
う
こ
と
は
、
生
活

の
全
て
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
む
し
ろ
日
常
生
活
か
ら
は
あ

る
一
面
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
歌
の
主
題
と
す
る
対
象
す
ら
限

定
し
て
い
た
の
が
遣
新
羅
使
の
歌
な
の
で
あ
る
。
伊
藤
博
氏
は
、

「
心
情
的
に
は
『
妹
』
を
、
時
間
的
に
は
『
秋
』
を
モ
チ
ー
フ
と
す

る
虚
構
体
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
い
う
虚
構
と
は
、
事
実
の
強
調
で
誕
生
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
記
文
学
に
も
試
み
ら
れ
て
実
現
し
て
い
る

性
格
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
実
記
的
な
内
容
に
基
づ
き
な
が
ら
あ

る
事
実
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
単
純
な
強
調
に
な
る
の
で
は

な
く
て
、
そ
こ
に
あ
る
種
の
虚
構
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

鯖
蛤
日
記
で
は
、
夫
の
兼
家
を
必
要
悪
に
描
く
こ
と
に
な
り
、
客
観

的
な
事
実
の
姿
と
異
な
る
事
に
な
っ
て
い
る
し
、
土
佐
日
記
で
は
主

人
が
徹
底
し
て
嫌
っ
た
現
国
守
の
島
田
公
鑑
、
ま
た
あ
の
倣
慢
で
や

り
手
の
船
頭
な
ど
も
事
実
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
単
純
に
考
え
ら
れ

(
凶
)

な
い
。
遣
新
羅
使
歌
が
主
題
に
忠
実
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
家
に
残
し

て
き
た
妹
、
そ
し
て
妹
と
の
約
束
、
故
郷
へ
の
思
慕
が
強
調
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
彼
ら
の
旅
の
全
て
で
な
い
こ
と
も
あ

ま
り
に
も
自
明
で
あ
る
し
、
ま
た
歌
の
み
で
使
命
感
、
責
任
感
、
仕

事
に
対
す
る
抱
負
な
ど
も
軽
々
し
く
言
及
で
き
な
い
の
で
あ
る
ま
い

か
。
現
実
に
は
、
行
く
時
、
帰
国
す
る
時
の
心
情
的
溝
も
あ
り
え
た

で
あ
ろ
う
か
ら
、
往
路
の
歌
に
偏
っ
て
い
る
の
は
遣
新
羅
使
の
期
待

と
抱
負
の
反
映
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
新
羅
の
外
交

の
在
り
方
か
ら
裏
切
ら
れ
た
時
、
帰
路
の
極
端
に
少
な
い
歌
作
と
い

う
事
実
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
伴
家
持
も
悲
劇
的
な
時
代
、

或
い
は
極
端
に
心
情
が
落
ち
込
ん
で
い
た
時
は
、
創
作
し
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
実
記
的
な
も
の
に
基
づ
く
強
調
か
ら
生
ま
れ
る
虚
構

は
、
む
し
ろ
意
識
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
作
者
に
と
っ
て
は
作

り
事
と
単
純
に
い
え
な
い
無
意
識
の
こ
と
も
あ
る
。

遣
新
羅
使
歌
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
欠
け
て
い
た
の
は
、
日
記
的

な
虚
構
性
を
認
め
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
虚
構
性
を
認
め

る
時
、
そ
こ
に
は
編
纂
者
の
意
図
も
さ
ら
に
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

歌
と
は
悲
し
き
玩
具
な
の
だ
と
。
そ
し
て
、
歌
は
あ
く
ま
で
悲
し
い

心
情
の
開
放
な
の
で
あ
っ
て
、
志
や
抱
負
、
単
純
な
日
常
の
反
映
で

は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
家
持
の
表
現
を
借
用
す
れ
ば
、

「
一
た
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び
玉
藻
を
看
て
、
精
く
欝
結
を
写
き
、
二
た
び
秀
句
を
吟
ひ
て
、
己

に
愁
緒
を
銅
く
」
(
巻
十
七
七
言
詩
序
)
こ
と
が
遣
新
羅
使
の
試

み
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

四
、
日
記
文
学
と
し
て

日
記
文
学
は
、
自
照
の
文
学
と
も
言
わ
れ
る
。
貫
之
が
任
国
で

喪
っ
た
女
児
を
顧
み
て
凝
視
し
た
内
省
を
い
う
。
ま
た
、
道
綱
の
母

は
、
兼
家
と
の
結
婚
生
活
を
や
は
り
顧
み
て
「
あ
る
か
な
き
か
の
心

地
す
る
か
げ
ろ
ふ
の
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
も
貫
之
も
道
綱
母
も

共
に
独
り
ぼ
っ
ち
の
心
情
に
到
っ
て
い
る
。
ひ
た
す
ら
孤
独
に
な
っ

て
、
己
れ
の
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
世
界
は
、
遣
新
羅

使
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
旅
愁
、
望
郷
、
恋
慕
と
い
う
主

題
が
持
続
的
に
統
一
し
て
描
か
れ
て
い
て
も
、
け
っ
し
て
独
り
の
世

界
を
描
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
、
全
く
旅
に
素
材
し
て
時
間
と

空
間
の
流
れ
と
移
動
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
最

近
で
は
虚
構
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

伊
藤
博
氏
は
、
実
録
に
基
づ
き
な
が
ら
虚
構
的
な
歌
物
語
に
組
み

立
て
ら
れ
た
、
と
述
べ
ら
れ
裕
和
歌
の
理
解
か
ら
事
実
と
い
う
も

の
を
帰
納
で
き
る
と
仮
定
し
て
も
、
残
さ
れ
た
遣
新
羅
使
の
歌
は
、

ほ
と
ん
ど
が
夜
の
宴
席
で
う
た
わ
れ
た
風
雅
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

け
っ
し
て
今
日
的
な
意
味
で
日
常
を
反
映
し
た
、
或
い
は
一
般
的
な

生
活
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
三
一
六
四
四
番
の
題
詞
に
、

佐
婆
の
海
中
に
し
て
、
忽
ち
に
逆
風
に
道
ひ
漆
浪
に
漂
流
せ
り
。

経
宿
せ
し
後
に
、
幸
に
順
風
を
得
て
、
豊
前
国
の
下
毛
郡
の
分

間
の
浦
に
到
着
す
。
こ
こ
に
追
ひ
て
穀
難
を
但
み
、
懐
伺
み
て

作
れ
る
歌
八
首

と
記
さ
れ
な
が
ら
、
海
難
の
直
接
描
写
は
「
忽
ち
に
逆
風
に
遭
ひ
波

浪
に
漂
流
せ
り
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。

大
君
の
命
恐
み
大
船
の
行
き
の
ま
に
ま
に
宿
り
す
る
か
も
(
一
一
一

六
四
四
)

浦
廻
よ
り
漕
ぎ
来
し
船
を
風
速
み
沖
つ
御
浦
に
宿
り
す
る
か
も

(
三
六
四
六
)

鴨
じ
も
の
浮
寝
を
す
れ
ば
捲
の
腸
か
黒
き
髪
に
露
そ
置
き
け
る

(
三
六
四
九
)

ま
た
、
題
詞
に
「
難
難
」
「
懐
伺
」
と
あ
り
な
が
ら
、
引
用
し
た

「
大
船
の
行
き
の
ま
に
ま
に
宿
り
」
「
風
速
み
沖
つ
御
浦
に
宿
り
」

「
鴨
じ
も
の
浮
寝
」
で
漂
流
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
知
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
三
首
の
歌
か
ら
、
ど
こ
ま
で
題
詞
に
あ
る
様
な
海
難
に
よ

る
辛
苦
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
題
詞
に
は
後
に
辛
か
っ
た

こ
と
を
嘆
き
悲
し
み
作
っ
た
と
あ
っ
て
も
、
時
輯
旅
歌
の
伝
統
に
止
ま

る
旅
の
辛
さ
の
表
現
で
あ
る
。
題
詞
も
表
現
と
し
て
具
体
性
に
欠
い

て
い
て
、
ま
た
同
様
に
和
歌
の
表
現
も
、
竹
取
り
物
語
の
大
伴
大
納
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言
、
土
佐
日
記
の
海
難
の
恐
怖
を
散
文
で
、
或
い
は
和
歌
と
散
文
で

描
写
し
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
に
慎
ま
し
い
。
さ
ら
に
寂
し
い
都
を

旅
し
て
い
て
も
、
和
歌
表
現
の
限
界
で
あ
ろ
う
か
、
遣
新
羅
使
の
登

場
さ
せ
る
動
物
・
昆
虫
も
「
ひ
ぐ
ら
し
」
「
鶴
」
「
蝉
」
「
魚
」
「
雁
」

「
鹿
」
を
う
た
い
な
が
ら
、
そ
れ
は
伝
統
に
則
る
も
の
で
あ
る
。
長

江
信
之
氏
が
遣
新
羅
使
が
見
る
自
然
と
は
、
い
ず
れ
も
美
的
な
イ

メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
現
実
の
自
然
そ
の
も

の
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
自
己
の
心
情
を
歌
お
う
と
は
し
な
い
」
と
い

(
児
)

う
批
評
を
与
え
て
い
る
。
遣
新
羅
使
歌
が
万
葉
の
轄
旅
歌
一
般
と
同

(
日
)

質
で
あ
る
こ
と
は
、
阿
蘇
瑞
枝
氏
も
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
船
旅
に
素
材
し
て
い
る
と
一
言
う
こ
と
か
ら
土

佐
日
記
と
比
較
し
て
み
た
い
。
土
佐
日
記
に
見
ら
れ
、
遣
新
羅
使

の
歌
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
瀬
戸
内
海
の
航
海
で
は

潮
の
干
満
に
よ
る
流
が
最
大
の
障
害
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

こ
と
が
「
韓
国
に
渡
り
行
か
む
と
直
向
か
ふ
敏
馬
を
さ
し
て

潮
待
ち
て
水
脈
ぴ
き
行
け
ば
」
(
二
一
六
二
七
)
と
あ
る
。
次
に
障

害
と
な
る
も
の
は
風
と
浪
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

こ
れ
は
遣
新

羅
使
歌
に
頻
繁
で
あ
る
が
、
恐
ろ
し
き
の
表
現
と
し
て
は
慎
ま
し

ー

v

一
方
、
土
佐
日
記
に
見
ら
れ
な
が
ら
遣
新
羅
使
歌
の
素
材
や
主
題

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
京
師
に
い
る
妹
と
帰
国
の

季
節
で
あ
る
秋
が
一
ア
1
マ
に
な
っ
て
い
な
が
ら
、
直
接
船
の
進
行
に

つ
い
て
触
れ
る
歌
が
な
い
。
約
束
の
九
月
ま
で
に
は
帰
国
と
考
え
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
往
路
の
対
馬
で
そ
の
月
に
な
っ
て
い
て
も
船
旅

の
遅
延
を
嘆
く
こ
と
は
な
く
、
妹
に
逢
え
な
い
こ
と
で
間
接
的
に
恨

み
心
を
漂
白
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
対
馬
で
は
綱
な
ど
で

引
き
船
し
た
箇
所
も
あ
っ
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
が
、
か
か
る
記
述

も
な
い
。
さ
ら
に
船
旅
で
は
病
人
も
出
る
が
、
健
康
な
ど
を
問
題
に

し
た
箇
所
が
な
く
、
挽
歌
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
わ

ず
も
が
な
の
こ
と
と
し
て
も
、
船
上
で
の
舟
入
や
役
人
等
の
生
活
を

歌
う
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
京
と
都
を
比
較
し
て
地
方
の
特
徴
に
触

れ
る
こ
と
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
遣
新
羅
使
の
歌
は
、
万
葉
集

巻
七
に
あ
る
轄
旅
歌
に
類
似
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
歌
は
徹
頭
徹
尾

私
に
限
定
さ
れ
た
汗
情
な
の
で
あ
っ
て
、
せ
い
ぜ
い
七
夕
に
題
材
を

得
て
い
る
の
が
新
鮮
で
あ
る
。

遣
新
羅
使
の
歌
に
登
場
し
て
い
る
人
も
、
海
人
、
海
人
娘
子
、
京

の
人
、
足
媛

(神
功
皇
后
)
程
度
で
あ
り
、
偶
々
宴
席
に
い
る
娘
子

が
登
場
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
総
勢
二
百
人
程
度
と
想
像
さ
れ
る

人
の
船
上
に
お
け
る
生
活
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
歌
に
詠
ま
れ
た

風
物
に
し
て
も
、
ま
た
生
き
も
の
に
し
て
も
、
万
葉
集
の
常
識
の
範

囲
で
あ
る
。
土
佐
日
記
の
比
較
か
ら
い
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
む
し

ろ
霧
の
歌
で
あ
る
。
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君
が
行
く
海
辺
の
宿
に
霧
立
た
ば
吾
が
立
ち
嘆
く
息
と
知
り
ま

せ

(
三
五
八

O
)

わ
が
故
に
妹
嘆
く
ら
し
風
早
の
浦
の
沖
辺
に
霧
た
な
び
け
り

(
三
六

一
五
)

沖
つ
風
い
た
く
吹
き
せ
ば
吾
妹
子
が
嘆
き
の
霧
に
飽
か
ま
し
も

の
を
(
二
一
六
一
六
)

瀬
戸
内
海
の
航
海
で
は
、
風
・
浪
・
潮
が
障
害
で
あ
る
が
、
霧
も

同
様
に
障
害
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
妹
の
嘆
き
の

息
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の
旅
の
徒
然
を
想
像
す
る
独
自

性
が
克
出
さ
れ
る
。

さ
て
、
類
似
し
た
内
容
と
し
て
、
土
佐
日
記
に
も
海
岸
の
松
原
を

う
た
っ
て
い
る
と
か
が
あ
る
に
せ
よ
、
相
違
し
た
内
容
の
ほ
う
が
は

る
か
に
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
土
佐
日
記
に
代

表
さ
れ
る
旅
に
素
材
し
た
日
記
文
学
に
発
生
的
起
源
と
し
て
認
め
た

い
。
そ
れ
は
、
ま
ず
第

一
に
旅
日
記
と
し
て
の
完
結
性
が
認
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
出
発
の
贈
答
か
ら
、
帰
任
の
直
前
迄
を
歌

に
纏
め
て
い
る
の
は
、
巻
頭
の
贈
答
と
巻
末
の
独
一
誌
が
呼
応
す
る
も

の
で
あ
り
、
編
纂
者
が
遣
新
羅
使
の
歌
の
構
成
に
意
図
し
た
結
果
な

の
で
あ
る
。
全
体
が
百
四
十
五
首
で
完
結
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
遣
新
羅
使
歌
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
共
通

の
思
い
が
こ
の
構
成
で
完
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
妹
そ
し
て
約
束

の
秋
と
い
う
繰
り
返
し
の
テ
1
マ
は
、
僅
か
五
首
に
過
ぎ
な
い
帰
路

の
歌
で
も
っ
て
悲
劇
的
に
完
結
し
て
い
た
。

第
二
の
根
拠
と
し
て
は
、
虚
構
性
の
質
に
あ
る
。
遣
新
羅
使
歌
と

し
て
完
成
さ
せ
る
努
力
は
、
虚
構
性
の
指
摘
に
関
わ
る
。
そ
れ
は
、

基
本
的
に
事
実
に
基
づ
く
旅
程
に
則
る
の
で
あ
る
が
、
三
五
九
八
、

三
一
五
九
九
、
三
六

0
0
、
三
六
O
一
番
等
は
、
明
ら
か
に
備
前
か
備

中
玉
の
浦
、
備
後
朝
の
浦
で
詠
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
り
な
が
ら
、
播
磨
等
の
地
名
乎
等
女
、
藤
江
、
明
石
、
武
庫
の
浦

な
ど
を
歌
に
詠
み
込
ん
で
い
る
人
麻
呂
の
伝
承
歌
の
配
列
前
に
挿
入

さ
れ
て
い
る
。
或
い
は
古
き
挽
歌

(
三
六
二
五
)
と
物
に
属
き
て
思

を
発
せ
る
歌

(三
六
二
七
)
に
し
て
も
、
安
芸
の
園
長
門
島
と
周
防

固
の
麻
里
布
の
浦
と
の
間
で
う
た
わ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ

こ
に
は
、
あ
る
主
題
の
た
め
に
再
構
成
さ
れ
て
い
る
歌
群
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
轄
旅
歌
か
ら
紀
行
文
学
へ
の
萌
芽
を
認
め
た
い
。
ま
た
、
記

録
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
ゃ
、
行
歴
抄
に
し
て

も
、
単
純
に
比
較
で
き
な
い
が
、
出
発
と
帰
国
を
省
略
す
る
こ
と
が

な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
わ
ず
か
五
首
に
し
て
も
帰
国
途
次
に
詠
む

歌
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
は
漢
文
日
記
の
再
開
旅
文
学
の
性
格
を
示
し

て
い
る
。

一
方
女
流
日
記
文
学
と
の
比
較
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
婿
蛤
日
記

の
母
体
に
な
っ
て
い
る
の
は
兼
家
と
作
者
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
。
大
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鏡

・
兼
家
に
「
こ
の
母
君
き
は
め
た
る
歌
の
上
手
に
お
は
し
け
れ
ば
、

こ
の
殿
の
通
は
せ
給
ひ
け
る
ほ
ど
の
こ
と
、
歌
な
ど
室
田き
あ
つ
め
て
、

『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
と
名
づ
け
て
世
に
ひ
ろ
め
給
へ
り
」
と
あ
る
ご

と
く
で
あ
る
。
道
綱
の
母
は
、
兼
家
の
求
婚
、
夫
と
の
生
活
、
独
り

息
子
の
母
と
し
て
と
い
う
女
性
の
生
涯
を
、
あ
る
明
確
な
主
題
に
基

づ
き
書
き
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
叙
伝
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
と

も
結
び
つ
く
の
で
あ
る
が
、
兼
家
と
の
経
緯
を
記
し
な
が
ら
、
婿
蛤

日
記
執
筆
が
結
婚
生
活
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
後
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
和
歌
は
、
基
本
的
に
こ
の
日
記
の
根
幹
に

な
っ
て
い
る
た
め
に
、
叙
述
が
作
者
の
身
辺
に
限
定
さ
れ
る
し
、
ま

た
描
か
れ
る
内
容
も
あ
く
ま
で
家
庭
の
こ
と
で
あ
る
。
倫
寧
は
父
と

し
て
、
兼
家
は
夫
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
作
者
は
書
い
て
い
る
。
こ
の

点
は
、
遣
新
羅
使
の
歌
が
私
情
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
と
同
一
線
上
に

あ
る
。
即
ち
、
遣
新
羅
使
は
、
歌
で
官
人
の
立
場
を
表
現
し
て
い
な

い
。
大
使
、
副
使
、
大
判
官
、
小
判
官
に
し
て
も
、
官
人
と
し
て
の

肩
書
の
著
名
で
あ
る
に
せ
よ
、
歌
に
日
常
の
裂
と
も
い
う
べ
き
行
情

で
あ
る
。
そ
し
て
、
和
歌
的
表
現
と
し
て
の
類
似
と
一
言
う
こ
と
で
は
、

む
し
ろ
贈
答
歌
に
よ
っ
て
話
が
展
開
し
て
い
く
構
成
に
な
る
箇
所
が

晴
蛤
日
記
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
徳
二
年
七

月
の
道
綱
の
母
と
兼
家
の
贈
答
は
、
長
歌
二
首

(
一
二
三
句
、
八
九

句
)
、
短
歌
五
首
か
ら
な
る
贈
答
に
よ
り
、
作
者
の
境
遇
へ
の
不
満

と
兼
家
の
対
応
が
描
か
れ
て
い
る
。
婿
蛤
日
記
は
、
作
者
と
兼
家
の

贈
答
が
そ
の
根
本
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
遣
新
羅
使

も
最
初
に
置
か
れ
た
贈
答
十
一
首
が
そ
の
後
の
歌
の
展
開
を
決
定
付

け
て
い
る
こ
と
の
関
わ
り
を
指
摘
出
来
る
。
た
だ
、
婿
蛤
日
記
は
、

女
性
が
和
歌
的
表
現
で
試
み
た
伝
記
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

紀
行
文
学
的
要
因
が
例
外
的
に
試
み
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
日

記
と
い
う
形
態
、
そ
し
て
女
流
日
記
文
学
の
本
質
に
繋
が
る
自
照
性

や
孤
独
な
心
情
と
い
う
こ
と
を
持
続
的
に
描
い
て
い
る
こ
と
で
は
、

万
葉
集
巻
十
七
以
下
の
家
持
の
歌
日
記
に
そ
の
類
似
性
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
。

日
記
紀
行
文
学
は
、
例
え
ば
漢
文
日
記
の
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の

よ
う
な
記
録
性
の
強
い
も
の
と
か
、
或
い
は
土
佐
日
記
に
代
表
さ
れ

る
虚
構
世
界
が
絢
嫡
に
花
咲
い
た
も
の
の
二
種
類
あ
る
の
で
あ
る
が
、

遣
新
羅
使
は
土
佐
日
記
に
近
い
紀
行
文
学
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

よ
い
。

そ
れ
は
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
書
き
記
し
た
も
の
で
は

な
く
、
記
録
的
な
性
格
も
含
み
つ
つ
構
成
に
、
そ
し
て
そ
の
虚
構
性

に
、
即
ち
紀
行
文
学
的
な
配
慮
と
性
格
が
見
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

50 

企士
小口

ぴ

遣
新
羅
使
の
歌
で
作
者
の
知
ら
れ
る
歌
は
、

一
四
五
首
中
わ
ず
か



二
七
首
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
者
の
知
ら
れ
な
い
歌
が
あ
る
特
定
の

作
家
を
想
像
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
構
成
に
あ
る
。
例
え
ば
、
贈
答
十

一
首
は
、
作
者
が
知
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
そ
こ
で
歌
わ
れ
た
霧
を

女
性
の
「
吾
が
立
ち
嘆
く
息
と
知
り
ま
せ
」
(
=
一
五
人

O
)
と
い
う
こ

と
が
男
性
に

「霧
に
立
つ
べ
く
嘆
き
」
(
三
一
五
八
一
)
の
理
解
と
し
て

う
た
わ
れ
、
さ
ら
に
風
速
の
浦
で
詠
ま
れ
た
無
署
名
の
作
に
、

我
が
故
に
妹
嘆
く
ら
し
風
速
の
浦
の
沖
辺
に
霧
た
な
び
け
り

(
三
六
一
五
)

沖
つ
風
い
た
く
吹
き
せ
ば
我
妹
子
が
嘆
き
の
霧
に
飽
か
ま
し
も

の
を

(
一
二
六
一
六
)

と
あ
る
。
従
っ
て
、
ま
っ
た
く
作
者
が
知
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て

も
集
団
の
な
か
に
埋
没
し
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
あ
る

特
定
の
作
家
を
連
想
す
る
ご
と
く
持
続
し
た
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。

一
方
こ
の
問
題
は
、
作
者
の
知
ら
れ
る
歌
と
も
関
わ
る
。
こ
の
苦
し

い
旅
が
秋
に
は
帰
国
の
運
び
に
な
る
と
い
う
予
定
は
、
大
使
の
次
男

(一
二
六
五
九
)
と
副
使

(
二一七

O
こ
に
も
う
た
わ
れ
、
さ
ら
に
作

者
不
明
の
歌
(
三
一
六
二
九
、

三
七
二
二
、
三
七
一
九
等
)
の
主
題
で

も
あ
る
。
遣
新
羅
使
に
は
主
題
の
統
一
の
試
み
に
基
づ
く
歌
を
う
た

う
と
い
う
共
通
の
理
解
も
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
っ

て
、
歌
が
け
っ
し
て
旅
に
お
け
る
今
日
的
な
日
常
な
ど
の
反
映
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
事
実
は
ど
う
で
あ
れ
旅
程
に
基
づ
く

歌
の
構
成
と
中
心
人
物
ら
し
き
存
在
が
あ
る
。

そ
こ
で
日
記
文
学
と
遣
新
羅
使
歌
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
文
学

の
伝
統
と
し
て
は
土
佐
日
記
、
漢
文
の
東
征
伝
や
入
唐
求
法
巡
礼
行

記
等
の
成
立
に
先
立
つ
作
品
と
し
て
、
万
葉
集
に
遣
新
羅
使
歌
一
四

五
首
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
形
態
、
持

続
的
心
情
、
実
記
的
性
格
、
事
実
の
強
調
に
基
づ
く
虚
構
性
、
そ
し

て
歌
枕
を
契
機
に
し
た
古
歌
の
享
受
等
が
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

と
り
わ
け
土
佐
日
記
の
多
面
的
な
性
格
を
問
題
に
し
な
い
時
、
日
記

紀
行
文
学
と
し
て
の
性
格
は
、
遣
新
羅
使
歌
に
も
指
摘
で
き
た
。

そ
れ
ら
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
実
記
の
意
味
と
時
間
的
配
列
、
そ

し
て
旅
に
素
材
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
遣
新
羅
使
歌
一
四
五
首

は
、
日
記
紀
行
文
学
な
の
で
あ
る
。
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、注(1
)

『
万
葉
集
四
』
各
巻
の
解
説
一
六
頁

(
2
)

『
日
本
文
学
史

(上
)』
日
記
文
学
の
成
立
と
和
歌

(
3
)

『
日
記
文
学
概
説
』
第
二
章
第
一
節
二
七
O
頁

(
4
)

寸家
持
の
歌
日
記
ーーー
そ
の
日
記
文
学
性
に
つ
い
て
|
|
」

(「
広

島
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
」
八
号
)

(
5
)

「
遺
新
羅
使
人
歌
と
そ
の
場
|
|
長
門
の
浦
船
出
歌
群
の
場
合

|
|
」
(「
上
代
文
学
」
第
四
三
号
)

「万
葉
の
人
格
|
|
遣
新
羅
大
使
阿
部
継
麻
自
の
歌
|

|
」
(
「
万

一
一
七
頁

6 



業
」
第
一
二
八
号
)

(
7
)

『万
葉
集
全
注
巻
十
五
』
万
葉
集
巻
十
五
概
説
四
頁

(
B
)

「
万
葉
の
旅
|

|
遣
新
羅
使
人
歌
を
中
心
に
|
|
」

(
「
国
文
学
資

料
館
講
演
集
」

一
二
号
)

(
9
)

注
7
に
同
じ
。
一
一頁

(
叩
)
萩
谷
朴
氏
は
、

『土
佐
日
記
全
注
釈
』
で
土
佐
日
記
の
構
想
と
手

法
と
し
て
「
戯
曲
構
成
、
脚
色
虚
構
、
偽
装
騰
化
、
女
性
仮
託
、
譜

諺
効
果
、
一
貫
照
応
、
反
復
学
習
」
と
い
う
項
目
を
設
け
ら
れ
て
い

る
。

(
日
)
注
6
に
同
じ
。

(
ロ
)
注
8
に
同
じ
。

(
日
)

「万
葉
後
期
の
轄
旅
歌
|

|
遣
新
羅
使
人
歌
を
中
心
に
1
|
|」

(
「
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要
」
創
刊
号
)

(
は
)

「
今
ひ
と
た
び
の

H秋
H
|
|
万
葉
集
編
纂
資
料
の
一
と
し
て
見
た

る
遣
新
羅
使
人
の
歌
|

|
」
(
「
国
語
国
文
学
研
究
」
第
六

O
号
)

(
日
)

『古
代
和
歌
史
研
究
2
』
第
七
章
第

一
節
万
葉
の
歌
物
語
|

|

巻
十
五
の
論
|

|

(
日
)

婿
蛤
日
記
の
虚
構
性
と
し
て
は
、
道
網
母
が
己
の
人
生
を
描
く
と

き
、
夫
兼
家
を
現
実
と
異
な
る
必
要
悪
の
立
場
で
描
い
て
い
る
こ
と

を
、
阿
部
秋
生
氏
「
『婿
蛤
日
記
』
に
お
け
る
身
分
」

(人
文
科
学
紀

要
第
二
二
輯
)
、
上
村
悦
子
氏

「『
購
蛤
日
記
の
研
究
』
第
二
章
三
」
、

木
村
正
中
氏
「
『
日
本
文
学
の
争
点
(
中
古
編
)
』
日
記
文
学
の
本
質

と
創
作
心
理
」
で
指
摘
す
る
。
『
土
佐
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
注

(
8
)
『
土
佐
日
記
全
注
釈
』
で
、
萩
谷
氏
が
詳
し
く
論
証
し
て
い
る
。

(
げ
)
注
(
日
)
に
同
じ
。

(国
)

「
遣
新
羅
使
人
の
働
情
|

!
万
葉
集
巻
十
五
遣
新
羅
使
歌
群
を
め

ぐ
っ
て
|
|
」
(
「
明
治
大
学
日
本
文
学
」
第
十
号
)

(
日
)
注
8
に
同
じ
。
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